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0-3 アドボカシーのリーダーシップ 

～他にはできない変化をもたらす源泉～ 

 キーワード  ・リーダーシップ   ・フォロワー 

●このテーマで目指すゴール 

・リーダーシップを理解する 

・リーダーについて行く人（フォロワー）になる 

・アドボカシー（政策変革活動）のリーダーになる 

患者さんからの質問 

患者団体の創設者から後継者になるように依頼されました。これまで事務局として運営事

務を支えてきましたが、リーダーになれるかどうかは自信がありません。 

●アドボカシーとリーダーシップ 

 アドボカシーカレッジにおいて、なぜ、リーダーシップが大切になってくるのでしょう

か。0-1で見たように、アドボカシーとは社会を変えるため、政策の変革をもたらすことで

す。その変革の実現までには、次のような 5ステップが想定されます。1,2,3にとどまって

成果につながらなければ、活動の意義は限定されます。4 のリーダーシップがあってこそ、

5が大きくなる可能性があると考えられます。1から 3は成果をもたらす必要条件ではあっ

ても、十分条件ではないともいえます。リーダーシップが重要な理由はここにあります。 

◎リーダーへの 5つの段階 

 1. 知っている（知識） 

 2. やってみる（行動） 

  3. 組織などを効率的に運営する（経営） 

  4. 人を動かし、結果につなげる（リーダーシップ） 

  5. 成果をもたらす（成果） 

 

●リーダー（リーダーシップ）とは 

 リーダーとはどのような人を言うのでしょうか。また、リーダーが備えている条件であ

るリーダーシップとは何でしょうか。リーダーに関してよくある誤解が、「圧倒的な強い個

性があり、周りをぐんぐん牽引するカリスマ性のある人が強いリーダー」とのイメージで

す。しかし、少し考えてみれば分かるように、社会や企業の名リーダーとされている人が、

もの静かなタイプの場合もしばしばあります。どうやら、良いリーダーはさまざまなタイ

プがありそうです。近年のリーダーシップに関する研究や本を読むと、人を引っ張ること



 

患者アドボカシーカレッジ ©日本医療政策機構 市民医療協議会 2013 

 

よりも、人がついてくるという側面に力点を置いたものが少なくありません。 

〇従来のリーダーシップ像 

 強いビジョンと信念を持ち、組織や社会の人々を牽引する。明確な命令や具体的な行動

の指示を出し、トップダウンで采配を振るう。迷いなく決断をし、熱狂の中に人々を巻き

込むのがうまい。 

〇このごろのリーダーシップ像 

 強いビジョンと責任感を持ち、多彩な人を巻き込んで、ゴールの設定をするが、やり方

はうまく任せる。仲間の話をよく傾聴して的確なアドバイスをし、成果への近道を発見す

るのを助ける。人々のやる気を引き出し、やりがいと成果を求めて人々が集まってくる。 

 ときに、組織内の肩書きがある人がリーダーに受け止められますが、真のリーダーシッ

プとは、肩書きなどを抜いても発揮できるものです。 

 アドボカシーのリーダーは、多くの場合がボランティアから出発しますが、自分が発見

した社会課題の解決に向かって、一歩ずつ前に踏み出しているうちに、だんだんとリーダ

ーシップを形成していくようです。その際、人々がリーダーと認めるようになる前提は、

利己的ではなく利他的な社会のための目標を追いかけていること、社会正義を実現しよう

としているなどの「大義」があることです。リーダーが偉いというよりは、社会がリーダ

ーを生んでいるという側面もあるといえるでしょう。 

 リーダーシップは組織のトップ一人だけが持っていればいいのでしょうか。例えば、よ

いサッカーチームという場合、監督、コーチ、キャプテンだけにリーダーシップがあるの

ではなく、メンバー全員にリーダーシップがあるとも感じます。リーダーシップとは組織

のトップだけではなく、メンバーそれぞれが兼ね備えるべきことかもしれません。 

 

●リーダーになる 

 それでは、どうすればよいリーダーになれるのでしょうか。古今東西、リーダーになれ

ることを保証する著作や教えは存在しないようです。リーダーシップに関する本は、リー

ダーの特性を描写しますが、読んだ人をリーダーにならしめることには必ずしも成功しま

せん。リーダーシップを学習だけによって獲得するのは難しいかもしれません。それでも、

リーダーシップを獲得しやすくしたり、自分を振り返ったりするヒントぐらいは作れるの

ではないでしょうか。また、リーダーの姿を見ることが最も役に立つことだという人がい

ます。リーダーを少しでも増やすために、社会でリーダーを育成する努力も必要でしょう。 

 リーダーシップに関してあまり難しく考えないでください。すでにアドボカシー活動に

踏み出している人は、みんな立派なリーダーともいえます。今では、歩みながら試行錯誤

して本物のリーダーになっていくというリーダー観が主流です。確実なのは、リーダーに

なろうと一歩踏み出さない限り、リーダーにはなれないこと。アドボカシー活動に踏み出

した人だけが、アドボケートになっているということです。次ページに、自分たちのリー

ダーシップをチェックするリストを掲載しましたので、折に触れて使ってみてください。 
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＜図 1＞ リーダーシップ・チェック・シート 

 

（ ）の記号と数字は、下記の本とページ数で、出典を示しています。 

・（A）P.F ドラッカー『非営利組織の経営』（ドラッカー名著集 4） ダイヤモンド社 

・（B）ジェリー・ポラス他『ビジョナリー・ピープル』英治出版 

・（C）ジョン・コッター『リーダーシップ論』ダイヤモンド社 

・（D）野田智義、金井壽宏『リーダーシップの旅』 光文社新書 

 

 さらに詳しく知りたい方のために 

・小杉 俊哉『リーダーシップ 3.0――カリスマから支援者へ』祥伝社新書、2013年 

 


